
「Originを効率的に使うためのヒント10」
ご紹介する機能



1. 列を選択して自由に作図

列属性を設定して作図
属性の設定をしておけば
データを選択してすぐに作図



1. 列を選択して自由に作図

作図のセットアップで列属性を設定せずに作図
別のシートやブックのデータを
一緒に作図することも

列を選択せずに
作図メニューから
グラフタイプを選択



2. ドラッグ＆ドロップでプロット追加

作成済みのグラフにデータプロットを追加

別のシートやブックのデータを
一緒に作図する際にも便利



3. グラフの文字フォントを簡単に変更

グラフテーマを使用

複製して他のフォントのテーマを
作成することも



4. ユーザファイルフォルダって何？

様々なファイルを保存する際のデフォルトのフォルダ



5. アプリの検索とインストール

無料で利用可能なアプリを使って機能を拡張

ライトストーンおすすめアプリはこちらから
https://www.lightstone.co.jp/origin/apps/index.html

https://www.lightstone.co.jp/origin/apps/index.html


6. 便利なミニツールバーボタン5選

レイヤ枠、プロットコピー、スケール反転

貼り付け先のグラフで
Ctrl+Vキーで貼り付け



6. 便利なミニツールバーボタン5選

目盛スタイル、グラフまたはレイヤタイトル



7. 拡大グラフとズーム

作図したグラフの拡大グラフを作成

元のグラフに表示された矩形を
サイズ変更/移動すると拡大
グラフの表示も更新

＜2023bより前のバージョン＞
左側のツールバーにある「スケールイン」ボタンを
クリックし、Ctrlキーを押しながら拡大したい範囲を
ドラッグして囲むと、同じように拡大グラフが作成

動画で操作を確認
https://youtu.be/9O3o
cAKqltg?si=-
4eNE2gru1kEzWcp

https://youtu.be/9O3ocAKqltg?si=-4eNE2gru1kEzWcp
https://youtu.be/9O3ocAKqltg?si=-4eNE2gru1kEzWcp
https://youtu.be/9O3ocAKqltg?si=-4eNE2gru1kEzWcp


7. 拡大グラフとズーム

グラフのズームとパン/インセットグラフ
＜ズームとパンのショートカットキー＞
• X方向で拡大/縮小→Z+マウスのホイールを回転
• X方向のパン（移動）→X+マウスのホイールを回転
• Y方向で拡大/縮小→Shift+Z+マウスのホイールを回転
• Y方向のパン（移動）→Shift+X+マウスのホイールを回転

動画で操作を確認
https://youtu.be/9O3ocAKqlt
g?si=-4eNE2gru1kEzWcp

https://youtu.be/9O3ocAKqltg?si=-4eNE2gru1kEzWcp
https://youtu.be/9O3ocAKqltg?si=-4eNE2gru1kEzWcp


8. 緑のカギマークと再計算モード

設定を更新して再実行 アイコン 種類 意味

自動 結果は自動的に更新されます。 

手動 必要なときに手動で更新を実行します。

従属
他のデータ（通常は左にある列）の再計算
モードにしたがって制御されます。

※更新が必要な場合、アイコンが黄色 に変わります。



9. グラフ上でデータ絞り込み

スライサー機能で様々な条件でデータ比較

「データ：スライサー」メニューや
ツールバーの「データフィルタ」からも利用可能

動画で操作を確認
https://youtu.be/Xkx7MF9zg
y4?si=UuZMwpPN3A0JyWw6

https://youtu.be/Xkx7MF9zgy4?si=UuZMwpPN3A0JyWw6
https://youtu.be/Xkx7MF9zgy4?si=UuZMwpPN3A0JyWw6


10. オプションダイアログ

Originの様々な初期設定を指定

「リセット」で
元の設定に



資料



OriginPro スタートガイドより（P.18、19）
https://www.lightstone.co.jp/pub/origin/originpro_startguide.pdf

グラフの構成

https://www.lightstone.co.jp/pub/origin/originpro_startguide.pdf


ツールバーやウィンドウを初期化

プロジェクトエクスプローラーなどを失く

した場合（誤って閉じた場合など）、

またはデータ情報ウィンドウを失った場

合は、OriginのGUIをリセットしてデ

フォルトの場所に復元できます。



グラフウィンドウの統合

すでに作成されている複数のグラフウィ

ンドウを統合して重ね合わせたり、積

み上げることができます。

詳細はこちらのページ>>

※動画もあります

https://www.lightstone.co.jp/origin/feature/customizing_graphs.html#merge


1つのデータセットで実行した分析処理を
他のすべてのデータに対して繰り返し実行

一度実行した処理をかんたんに繰り返す



②貼り付け先のグラフで
Ctrl+Vキーで貼り付け

③Shiftキーで複数
レイヤ選択後、
ミニツールバーで
整列可能

①コピーするレイヤを
選択後Ctrl+Cキー

レイヤのコピー＆ペースト



ダイアログテーマ

Originでデータ分析を効率良くするた

めの仕組みの一つです。

カーブフィット機能やFFTなどの信号

処理、統計機能といったほとんどの分

析およびデータ処理ダイアログボックス

での設定内容を保存でき、同じ分析

操作をする際に保存したテーマを呼び

出して簡単に実行できます。

詳細はこちらのページ>>

https://www.lightstone.co.jp/origin/feature/dialog_themes.html


ウィンドウの複製作成

「ウィンドウの複製作成」機能でグラフ

を複製しておくと、編集操作で何か失

敗してもすぐに元の状態に戻せるので

便利です。

グラフウィンドウ以外でもワークブックや

行列ウィンドウなどでも複製できます。



アンチエイリアシング

Originの右側のツールバーにある「ア

ンチエイリアシングの有効/無効」ボタン

をクリックすると、画面上のグラフの線

やシンボルなどの輪郭に見られる階段

状のギザギザの表示を目立たなくでき

ます。



ウェビナー動画

今まで開催したウェビナーの動画を無

料で視聴できます。

• Originで多軸グラフを作ろう

• Originで等高線/3D作図をしよ
う

• Originで作成したグラフをきれいに
出力しよう

• Originの基本的なフィット操作を
覚えよう

…など続々公開中！

こちらのページで視聴＞＞

https://www.lightstone.co.jp/origin/training.html#archive

	スライド 1: 「Originを効率的に使うためのヒント10」 ご紹介する機能
	スライド 2: 1. 列を選択して自由に作図 列属性を設定して作図
	スライド 3: 1. 列を選択して自由に作図 作図のセットアップで列属性を設定せずに作図
	スライド 4: 2. ドラッグ＆ドロップでプロット追加 作成済みのグラフにデータプロットを追加
	スライド 5: 3. グラフの文字フォントを簡単に変更 グラフテーマを使用
	スライド 6: 4. ユーザファイルフォルダって何？ 様々なファイルを保存する際のデフォルトのフォルダ
	スライド 7: 5. アプリの検索とインストール 無料で利用可能なアプリを使って機能を拡張
	スライド 8: 6. 便利なミニツールバーボタン5選 レイヤ枠、プロットコピー、スケール反転
	スライド 9: 6. 便利なミニツールバーボタン5選 目盛スタイル、グラフまたはレイヤタイトル
	スライド 10: 7. 拡大グラフとズーム 作図したグラフの拡大グラフを作成
	スライド 11: 7. 拡大グラフとズーム グラフのズームとパン/インセットグラフ
	スライド 12: 8. 緑のカギマークと再計算モード 設定を更新して再実行
	スライド 13: 9. グラフ上でデータ絞り込み スライサー機能で様々な条件でデータ比較
	スライド 14: 10. オプションダイアログ Originの様々な初期設定を指定
	スライド 15
	スライド 16: グラフの構成
	スライド 17: ツールバーやウィンドウを初期化
	スライド 18: グラフウィンドウの統合
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21: ダイアログテーマ
	スライド 22: ウィンドウの複製作成
	スライド 23: アンチエイリアシング
	スライド 24: ウェビナー動画

